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農
に生
き
る

消
費
者
に
喜
ば
れ
る
い
ち
ご
作
り
を

清
野
さ
ん
宅
で
は
、
い
ち
ご
栽

培
（
品
種
：
と
ち
お
と
め
）
30
㌃

を
主
体
に
水
稲
1.4
㌶
に
も
取
り
組

ん
で
お
り
、
特
に
田
植
え
・
稲
刈

り
時
期
に
は
、
い
ち
ご
栽
培
と
両

立
し
な
が
ら
家
族
４
人
で
作
業
を

行
い
、
忙
し
い
日
々
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。

い
ち
ご
栽
培
で
は
、
栽
培
の
要

と
も
な
る
「
土
作
り
」
に
重
点
を

置
き
、
春
先
か
ら
の
苗
づ
く
り
、

９
月
に
定
植
、
12
月
か
ら
６
月
ま

で
順
次
出
荷
を
行
っ
て
お
り
、
冬

場
は
寒
さ
が
厳
し
く
な
る
た
め
、

ハ
ウ
ス
内
の
温
度
管
理
に
は
特
に

気
を
配
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
い
ち
ご
部
会
に
所
属
し

て
い
る
清
野
さ
ん
。
部
会
員
一
丸

と
な
っ
て
み
や
ぎ
生
協
の
「
め
ぐ

み
野
」
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、①
「
美

味
し
さ
を
実
現
す
る
た
め
に
、
い

ち
ご
が
赤
く
熟
し
て
か
ら
の
収

穫
」、
②
「
規
格
を
簡
素
化
す
る

事
で
い
ち
ご
に
触
れ
る
回
数
を
減

ら
し
傷
み
等
の
軽
減
」、
③
「
農

薬
・
化
学
肥
料
は
宮
城
県
の
一
般

栽
培
の
半
分
以
下
で
栽
培
」
を
守

り
、
品
質
の
良
い
い
ち
ご
生
産
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
生
協
メ
ン
バ
ー
（
消
費

者
）
の
方
々
に
ほ
場
を
視
察
し

て
も
ら
い
、
栽
培
方
法
や
食
の

安
全
・
安
心
な
ど
に
つ
い
て
話
し

合
え
る
場
を
大
切
に
し
て
い
る
ほ

か
、
店
舗
で
の
対
面
販
売
な
ど
も

行
っ
て
お
り
、「
消
費
者
の
方
に

直
接
『
美
味
し
い
！
』
と
言
っ
て

も
ら
え
る
の
が
何
よ
り
も
嬉
し
い

で
す
ね
。」
と
話
す
清
野
さ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
更
な
る
品
質
向
上

に
努
め
、「
子
ど
も
達
に
も
安
心

し
て
食
べ
て
も
ら
え
る
い
ち
ご
作

り
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。」

と
笑
顔
で
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

〈丸森町小斎〉清
せい

野
の

	雅
まさゆき

之		さん
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3

物
は
筋
っ
ぽ
い
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
ニ
ラ
は
傷
み
が
早
い

の
で
、
買
っ
た
後
は
ポ
リ
袋
に

入
れ
て
野
菜
室
で
保
存
し
、
早

め
に
使
い
切
り
ま
し
ょ
う
。
生

の
ま
ま
一
口
大
に
切
っ
て
冷
凍

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
使
用

す
る
と
き
は
、
凍
っ
た
ま
ま
炒

め
物
や
ス
ー
プ
な
ど
に
入
れ
て

調
理
し
ま
す
。

炒
め
物
な
ど
に
入
れ
る
こ
と

が
多
い
ニ
ラ
で
す
が
、
火
の
通

り
が
早
い
の
で
、
さ
っ
と
ゆ
で

て
お
ひ
た
し
や
、
ご
ま
あ
え
な

ど
に
し
て
も
、
お
い
し
く
召
し

上
が
れ
ま
す
。

栄
養
は
カ
ロ
テ
ン
や
ビ
タ
ミ

ン
E
、
食
物
繊
維
を
多
く
含
ん

で
い
ま
す
。
ニ
ラ
特
有
の
臭
い

は
、「
ア
リ
シ
ン
」
と
い
う
成

分
で
、
疲
労
回
復
効
果
の
あ
る

ビ
タ
ミ
ン
B1
の
吸
収
を
高
め
る

働
き
が
あ
り
、
豚
肉
や
大
豆
製

品
と
一
緒
に
料
理
す
る
と
、
よ

り
効
率
的
に
栄
養
が
摂
取
で
き

ま
す
。
ま
た
、
ア
リ
シ
ン
に
は

抗
酸
化
作
用
が
あ
り
、
血
行

を
良
く
し
て
体
を
温
め
る
働
き

も
。
ス
タ
ミ
ナ
を
つ
け
た
い
と

き
に
お
薦
め
の
食
材
で
す
。

選
ぶ
と
き
は
葉
が
肉
厚
で
幅

広
、
葉
先
ま
で
張
り
が
あ
る
物

が
新
鮮
で
す
。
茎
は
太
過
ぎ
る

年
中
出
回
っ
て
い
る
ニ
ラ
で

す
が
、
春
先
に
旬
を
迎
え
、
香

り
良
く
、
柔
ら
か
な
ニ
ラ
が
出

回
り
ま
す
。
ニ
ラ
は
、
漢
字
で

は
「
韮
」
と
書
き
、
ニ
ラ
が
地

面
に
生
え
て
い
る
様
子
を
か
た

ど
っ
た
も
の
か
ら
で
き
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ニ
ラ
に
は
、
一
般
的
に
売
ら

れ
て
い
る
緑
色
の
ニ
ラ
の
他
に

も
、
日
光
を
当
て
ず
に
作
っ
た

全
体
が
白
っ
ぽ
い
黄
ニ
ラ
、
先

端
に
つ
ぼ
み
が
付
き
、
ニ
ラ
特

有
の
臭
い
が
マ
イ
ル
ド
で
甘
味

が
特
徴
の
花
ニ
ラ
な
ど
、
あ
ま

り
出
回
っ
て
は
い
ま
せ
ん
が
さ

ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。
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【全体運】新しい出会いに恵まれそう。飲み会や旅行に誘われたら、気軽に参加してみて。講演会を聞きに行く
　　　　		のも刺激に
【健康運】規則正しい生活を続ければ好転の兆し【幸運を呼ぶ食べ物】ハッサク

牡牛座［4.20 〜 5.20］

普
及
部

１
．
組
合
員
、
利
用
者
世
帯
の
維
持
・
拡
大
の

た
め
の
利
用
者
視
点
営
業
の
展
開

２
．
支
店
窓
口
・
渉
外
活
動
の
現
場
営
業
力
の

強
化

３
．
３
Ｑ
訪
問
活
動
を
通
じ
た
保
障
点
検
の
完

全
実
施
と
総
合
保
障
の
実
現

４
．
事
業
間
連
携
体
制
を
構
築
し
、
多
様
な
農

業
担
い
手
へ
の
サ
ポ
ー
ト
実
践

５
．
地
域
利
用
者
と
の
絆
強
化
へ
向
け
た
イ
ベ

ン
ト
の
開
催

業
務
部

１
．
窓
口
対
応
強
化
に
よ
る
組
合
員
・
利
用
者

の
満
足
度
向
上

２
．
必
要
資
金
の
円
滑
な
対
応

３
．
利
用
者
保
護
・
利
用
者
満
足
度
の
確
立
に

向
け
た
相
談
機
能
の
強
化

４
．
適
切
な
指
導
体
制
構
築
に
よ
る
事
務
処
理

の
迅
速
化
と
効
率
化

５
．
経
営
管
理
態
勢
の
強
化
と
事
務
の
堅
確
性

確
保

平
成
27
年
度
は
、
第
五
次
中
期
経
営
計
画
の
2

年
度
目
に
あ
た
り
、
初
年
度
の
進
捗
状
況
を
整
理

し
、
引
き
続
き
農
業
、
組
織
、
地
域
、
Ｊ
Ａ
の
４

づ
く
り
運
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

特
に
、
身
近
な
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
組
合

員
間
の
つ
な
が
り
強
化
を
図
る
た
め
、
昨
年
に
引

き
続
き「
地
域
だ
よ
り
」を
定
期
的
に
発
行
す
る
等
、

広
報
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

更
に
、
女
性
の
Ｊ
Ａ
参
画
を
高
め
る
た
め
、
女

性
組
合
員
と
の
話
し
合
い
の
場
や
生
活
座
談
会
的

な
「
虹
色
テ
ラ
ス
」
も
継
続
的
に
開
催
す
る
と
と

も
に
、
地
域
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
す
る
女
性
の

支
援
強
化
も
併
せ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
の
将
来
あ
る
べ
き
姿
を
示
す
「
み

や
ぎ
新
Ｊ
Ａ
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
く
「
組
織
再
編
」

（
Ｊ
Ａ
合
併
）
の
組
織
討
議
を
実
施
し
、
組
合
員
の

意
見
集
約
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
更
に
Ｊ
Ａ
の
自

己
改
革
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
政
府
に
Ｊ
Ａ
の

機
能
・
役
割
を
訴
え
て
い
き
ま
す
。

健
全
経
営
に
向
け
た
財
務
体
質
の
改
善
を
図
り
、

組
合
員
メ
リ
ッ
ト
を
創
出
す
る
た
め
施
設
の
再
整

備
、
遊
休
資
産
の
流
動
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

総
務
部

１
．
地
域
密
着
型
広
報
に
よ
る
地
域
住
民
へ
の

積
極
的
な
情
報
発
信
機
能
の
強
化

２
．
地
域
の
担
い
手
と
し
て
の
女
性
層
の
育

成
・
支
援
対
策
の
充
実
強
化

３
．
組
合
員
子
弟
を
対
象
と
し
た
「
Ｊ
Ａ
あ
ぐ

り
キ
ッ
ズ
」
等
の
組
織
化
の
促
進

４
．
地
域
住
民
と
の
交
流
の
場
と
し
て
の
収
穫

祭
・
農
協
祭
等
の
積
極
的
な
活
用
と
展
開

５
．
役
職
員
の
意
識
改
革
と
人
材
育
成
の
実
践

経
営
企
画
室

１
．
第
五
次
中
期
経
営
計
画
の
実
践
と
進
捗
管

理
の
徹
底

２
．
地
区
別
・
事
業
別
採
算
性
の
検
証
と
労
働

生
産
性
向
上
に
よ
る
経
営
改
善
の
徹
底

３
．
財
務
基
盤
強
化
に
向
け
た
自
己
資
本
の
充

実

４
．
不
祥
事
未
然
防
止
及
び
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
態
勢
の
強
化

５
．
子
会
社
の
経
営
改
善
に
向
け
た
指
導
強
化

業
務
監
査
室

１
．
事
業
効
率
と
事
務
の
適
正
化
に
向
け
た
内

部
監
査
の
実
施

２
．
子
会
社
監
査
部
門
と
連
携
し
た
Ｊ
Ａ
み
や

ぎ
仙
南
グ
ル
ー
プ
の
内
部
監
査
の
充
実

３
．
Ｊ
Ａ
監
事
、
Ｊ
Ａ
全
国
監
査
機
構
と
の
連

携
強
化
に
よ
る
効
果
的
な
監
査
の
実
施

柴
田
地
区
事
業
本
部

１
．
中
期
経
営
計
画
に
基
づ
く
活
動
の
実
践
、

地
域
農
業
力
へ
の
指
導
強
化

２
．
組
合
員
、
利
用
者
に
感
動
、
満
足
さ
れ
る

金
融
共
済
窓
口
対
応
の
徹
底

３
．
米
の
全
量
集
荷
と
品
質
向
上
に
向
け
た
効

率
的
な
集
荷
体
制
へ
の
対
応

４
．
青
年
部
、
女
性
部
と
連
携
し
た
食
農
教
育

と
教
育
文
化
活
動
の
展
開

５
．
Ｔ
Ａ
Ｃ
担
当
と
連
動
し
た
担
い
手
、
法
人

へ
の
集
積
取
り
組
み
の
支
援

村
田
地
区
事
業
本
部

１
．
行
政
機
関
等
と
の
連
携
に
よ
る
地
域
農
業

振
興
と
農
協
・
農
政
問
題
へ
の
対
応
強
化

２
．
第
五
次
営
農
Ｖ
プ
ラ
ン
の
実
践
に
よ
る
地

域
特
産
品
の
作
付
拡
大
と
技
術
指
導
の
充

実

３
．
農
家
組
合･

青
年
部･

女
性
部
組
織
の
活
動

支
援
と
組
合
員
参
画
活
動
の
充
実

４
．
農
業
・
生
活
メ
イ
ン
バ
ン
ク
機
能
の
発
揮

に
よ
る
利
用
者
満
足
度
の
向
上

５
．
３
Ｑ
訪
問
を
基
軸
と
す
る
普
及
活
動
展
開

に
よ
る
組
合
員
・
利
用
者
へ
の
総
合
保
障

提
供

川
崎
地
区
事
業
本
部

１
．
行
政
等
と
の
連
携
に
よ
る
地
域
農
業
振
興

と
農
政
対
応
の
強
化

２
．
出
向
く
体
制
（
Ｔ
Ａ
Ｃ
）
と
の
連
携
に
よ

る
営
農
相
談
機
能
の
充
実

３
．
組
合
員
と
の
関
係
強
化
に
よ
る
活
動
促
進

と
仲
間
づ
く
り

４
．
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
事
業
活
動
の
展

開

５
．
現
場
営
業
力
強
化
に
よ
る
組
合
員
・
利
用

者
満
足
度
の
向
上

蔵
王
地
区
事
業
本
部

１
．
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
に
連
動
し
た
営
農
指
導
体
制

の
確
立

２
．
地
場
産
品
の
品
質
向
上
に
よ
る
所
得
増
大

へ
の
貢
献

３
．
農
政
対
策
に
関
す
る
組
合
員
へ
の
的
確
な

情
報
伝
達
の
実
践

４
．「
食
」
と
「
農
」
を
中
心
と
し
た
教
育
文
化

活
動
の
継
続
実
践

５
．
地
域
利
用
者
に
信
頼
さ
れ
る
金
融
機
関
と

し
て
の
窓
口
対
応
の
資
質
向
上

白
石
地
区
事
業
本
部

１
．
第
五
次
営
農
Ｖ
プ
ラ
ン
に
沿
っ
た
事
業
展

開

２
．
Ｔ
Ａ
Ｃ
担
当
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
相
談

機
能
の
充
実

３
．
職
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
よ
る
相
談
機
能

の
強
化

４
．
青
年
部
、
女
性
部
と
連
携
し
た
食
農
教
育

活
動
の
展
開

５
．
行
政
と
の
連
携
に
よ
る
農
業
所
得
向
上
に

向
け
た
特
産
品
の
作
付
誘
導

角
田
地
区
事
業
本
部

１
．
行
政
と
連
携
し
た
農
政
対
策
の
推
進

２
．
Ｔ
Ａ
Ｃ
・
行
政
と
の
連
携
に
よ
る
園
芸
振

興
の
実
践

３
．
組
織
活
動
の
充
実
に
よ
る
く
ら
し
活
動
の

拡
充

４
．
窓
口
・
渉
外
の
資
質
向
上
に
よ
る
相
談
機

能
の
強
化

５
．
効
率
的
な
推
進
に
よ
る
総
合
保
障
の
充
実

丸
森
地
区
事
業
本
部

１
．
第
五
次
営
農
Ｖ
プ
ラ
ン
の
実
践
と
経
営
基

盤
の
強
化

２
．
次
世
代
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
強
化
に
よ
る
組

織
基
盤
の
強
化

３
．
訪
問
活
動
を
重
視
し
た
営
農
指
導
の
強
化

４
．
農
業
資
金
の
拡
大
と
経
営
指
導
の
強
化

５
．
新
た
な
米
政
策
へ
の
対
応
と
実
践

地

区

事

業

本

部

管

理

本

部

♦
重
点
目
標
♦

１
．
広
報
活
動
を
通
じ
た
組
織
活
性
化
の
実

践

２
．
多
様
な
組
織
活
動
と
組
合
員
の
学
習
強

化

３
．
地
域
、
次
世
代
の
仲
間
づ
く
り
の
強
化

４
．
健
全
経
営
に
向
け
た
財
務
体
質
の
改
善

５
．
次
代
を
担
う
人
材
の
育
成
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特集／平成27年度基本方針（案）・事業方針（案）の設定について

＊モナ・カサンドラ今 月 の あ な た の 運 勢 月3
【全体運】周囲に思いやりを示すことで、ラッキーチャンスが増える時期。優しさが幸運の鍵に。開運には清掃
　　　　		がベスト
【健康運】疲労回復が大事。入浴やマッサージが◎【幸運を呼ぶ食べ物】アサリ

牡羊座［3.21 〜 4.19］

平
成
27
年
度
は
、
第
五
次
中
期
経
営
計
画
に
基

づ
き
、Ｊ
Ａ
の
存
在
価
値
、信
頼
を
高
め「
組
合
員
・

農
業
・
地
域
へ
の
貢
献
」
を
確
実
に
実
践
す
る
と

と
も
に
、
経
営
環
境
変
化
に
対
応
し
た
改
革
を
進

め
る
年
と
し
て
位
置
付
け
、
第
五
次
中
期
経
営
計

画
及
び
仙
南
地
域
農
業
振
興
計
画
（
第
五
次
営
農

Ｖ
プ
ラ
ン
）
の
第
二
年
度
の
４
づ
く
り
運
動
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

第
五
次
中
期
経
営
計
画
に
基
づ
く
仙
南
地
域
農

業
振
興
計
画
（
第
五
次
営
農
Ｖ
プ
ラ
ン
）
実
践
の

２
年
度
目
と
し
て
、
地
域
農
業
の
担
い
手
・
農
事

組
合
法
人
等
に
出
向
く
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
の
更
な
る
強

化
を
目
指
し
、
低
コ
ス
ト
を
意
識
し
た
競
争
力
の

あ
る
多
様
な
農
業
者
、
経
営
体
を
育
成
し
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
将
来
に
わ
た
り
農
業
が
持
続
的
に
営
ま

れ
、
安
全
・
安
心
な
農
作
物
を
生
産
・
供
給
で
き

る
よ
う
、
放
射
能
問
題
を
要
因
と
し
た
風
評
被
害

か
ら
の
完
全
な
る
脱
却
の
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り

ま
す
。

さ
ら
に
、
行
政
と
連
携
し
た
販
売
戦
略
を
構
築

し
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
基
づ
い
た
計
画
生
産
普

及
拡
大
を
図
り
、
農
業
所
得
の
増
大
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

一
方
、
平
成
26
年
産
米
に
つ
い
て
は
、
豊
作
と

な
り
喜
ば
し
い
反
面
、
概
算
金
は
過
去
最
低
の
金

額
が
設
定
さ
れ
、
今
年
産
米
概
算
金
に
つ
い
て
も

心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
、

特
徴
あ
る
米
づ
く
り
と
し
て
環
境
保
全
米
の
作
付

誘
導
、
み
や
ぎ
生
協
と
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、

生
産
物
の
安
全
・
安
心
シ
ス
テ
ム
の
徹
底
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
食
の
安
全
と
農
業
が
持
つ
多
面
的
機
能

の
重
要
性
を
啓
蒙
し
つ
つ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
つ
い

て
は
、
現
状
の
堅
持
を
貫
き
ま
す
。

営
農
経
済
部

１
．
新
た
な
農
政
と
需
要
に
即
し
た
水
田
フ
ル

活
用
の
取
り
組
み
強
化

２
．
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
の
更
な
る
体
制
整
備
と
相
談

機
能
の
強
化

３
．
放
射
性
物
質
吸
収
抑
制
対
策
と
東
電
へ
の

損
害
賠
償
請
求
の
継
続
実
施

４
．
第
11
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
宮
城
県
大

会
に
向
け
た
生
産
基
盤
拡
大
と
地
域
全
体

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

５
．
み
や
ぎ
生
協
を
中
心
と
し
た
産
消
提
携
活

動
の
強
化

６
．
遊
休
施
設
活
用
に
よ
る
園
芸
重
点
品
目
の

作
付
推
進

７
．
フ
レ
コ
ン
出
荷
体
制
の
充
実
と
フ
レ
コ
ン

対
応
農
業
倉
庫
の
建
設

８
．
水
稲
作
業
省
力
化
と
実
需
者
と
の
連
携
に

よ
る
米
づ
く
り

９
．
予
約
購
買
拡
充
と
流
通
改
革
推
進
に
よ
る

更
な
る
メ
リ
ッ
ト
還
元
の
実
施

10
．
農
機
担
当
者
の
整
備
技
術
向
上
に
よ
る
利

用
者
満
足
度
の
向
上

金
融
共
済
事
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
消
費
税

率
引
き
上
げ
に
よ
り
縮
小
し
た
個
人
消
費
が
徐
々

に
改
善
し
つ
つ
も
未
だ
低
迷
を
続
け
て
い
ま
す
。

更
に
、
政
府
に
よ
る
株
価
の
上
昇
や
日
銀
の
金
融

緩
和
政
策
等
の
影
響
か
ら
低
金
利
時
代
が
続
い

て
お
り
経
済
環
境
の
回
復
を
見
通
せ
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

信
用
事
業
に
お
い
て
は
、
地
域
の
農
業
金
融
機

関
と
し
て
農
業
担
い
手
等
へ
の
金
融
対
応
力
強
化

を
図
る
こ
と
が
前
提
で
あ
り
ま
す
。
特
に
、
農
業

融
資
は
年
々
新
た
な
投
資
を
行
う
組
合
員
が
減
少

し
、
資
金
需
要
が
低
迷
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
農
業
・
生
活
の
メ
イ
ン
バ
ン
ク
機
能
の

発
揮
に
よ
る
取
引
基
盤
の
拡
充
に
努
め
、組
合
員
・

組
合
員
家
族
を
中
心
と
し
た
利
用
者
と
の
関
係
強

化
に
重
点
を
置
い
た
取
り
組
み
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。

共
済
事
業
に
お
い
て
は
、
依
然
と
し
て
契
約
者

数
の
減
少
、
高
齢
化
の
進
展
へ
の
対
応
、
保
有
契

約
高
・
共
済
事
業
収
益
の
減
少
な
ど
課
題
を
抱
え

る
現
状
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
特
性
や
保
障

提
供
状
況
を
踏
ま
え
た
効
果
的
な
推
進
活
動
（
エ

リ
ア
戦
略
）
の
展
開
に
よ
り
、
地
域
組
合
員
・
利

用
者
の
保
障
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
強
化
に
よ
る
総
合

保
障
提
供
の
実
現
と
将
来
の
普
及
基
盤
確
立
を
図

り
ま
す
。

更
に
、
利
用
者
か
ら
信
用
・
信
頼
を
得
る
こ
と

を
基
本
に
、内
部
管
理
態
勢
の
一
層
の
強
化
と
事

務
の
堅
確
性
向
上
運
動
に
取
り
組
み
、
不
祥
事
防

止
に
向
け
た
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
を
徹
底
し

て
ま
い
り
ま
す
。

基本方針（案）・事業方針（案）の
設定について

基
本
方
針（
案
）

♦
基
本
目
標
♦

○
地
場
産
農
畜
産
物
の
販
売
力
強
化
と
営
農

相
談
の
充
実�

（
農
業
づ
く
り
）

○
教
育
文
化
活
動
の
実
践
強
化
と
Ｊ
Ａ
フ
ァ

ン
づ
く
り�

（
組
織
づ
く
り
）

○
地
域
に
根
ざ
し
た
事
業
活
動
の
展
開

�

（
地
域
づ
く
り
）

○
健
全
経
営
に
向
け
た
経
営
の
効
率
化

�

（
Ｊ
Ａ
づ
く
り
）

営
農
経
済
事
業
本
部

事
業
方
針（
案
）

特  集平成27年度

地
域
農
業
の
振
興
と
経
営
健
全
化
を

目
指
し
ま
す

♦
重
点
目
標
♦

１
．
第
五
次
営
農
Ｖ
プ
ラ
ン
の
実
践
と
完
遂

２
．
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
強
化
に
よ
る
地
域
農
業
の

担
い
手
支
援

３
．
み
や
ぎ
生
協
と
の
産
直
「
め
ぐ
み
野
」

事
業
運
動
の
取
り
組
み
強
化

４
．
低
コ
ス
ト
農
業
の
推
進
強
化

金
融
共
済
事
業
本
部

♦
重
点
目
標
♦

１
．
組
合
員
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
商
品
の
提

供

２
．
農
業
資
金
対
応
の
充
実
化

３
．
利
用
者
満
足
度
の
向
上
と
人
材
育
成

４
．
地
域
に
密
着
し
た
事
業
提
案
活
動
の
展

開

５
．
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底

（第17回通常総代会提出議案）
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【全体運】行動力がアップ！　やってみたいことに果敢にトライすると、好結果に。アウトドアな趣味を始める
　　　　		のにも最適
【健康運】スポーツを楽しむなら準備運動は必須【幸運を呼ぶ食べ物】タイ

蟹 座［6.22 〜 7.22］

当ＪＡは１月20日から28日にわたって、仙南管内
７地区を会場に、「第２回営農座談会」を開催しま
した。
この座談会は、これまで管理・金融・営農など部
門毎に説明を行っていた「集落座談会」に代わり、
営農部門を基軸に組合員の生産意欲の高揚を図る目
的で昨年度より実施しているものです。
協議事項では、平成26年産水稲作柄や米穀情勢報
告をはじめ、米穀・園芸・畜産など営農経済事業8
部門の取り組みについて説明が行われました。
組合員からは、各自が取り組む農業に対する質問
やＪＡ事業に対する疑問・要望などが寄せられ、今
後の更なる組織活性化に向けて率直な意見を交わす
良い機会となりました。

農業経営に役立つ話し合いの場を

農事組合法人かながせは１月30日、大河原町のほ
場で、高速浅耕作業機「スタブルカルチ」導入に伴
う実演会を開催しました。
当日は、大豆生産者や農機担当者など約30名が参
加し、スタブルカルチの使用方法や効果について説
明があったほか、実際にほ場での実演会も行われま
した。
この機械は、従来のロータリー式よりも10㎝以上
深い耕起が可能で、連作障害の予防や排水性の向上、
有機物の腐植促進、雑草の繁殖を抑えるなどの効果
があるとのことで、参加者らは今後の参考にしてい
る様子でした。
今回６台を導入した法人代表の長山清市氏は、

「大豆の更なる品質・収量向上に向けて今回導入を
行ったので、今後の大豆増収に期待をしたい。」と
話していました。

大豆増収へ期待

宮城県ＪＡ農産物検査協議会仙南ブロックは２月
９日と10日の２日間にわたって、柴田町のＪＡ本店
で「農産物鑑定会」を開催しました。
この取り組みは、農産物検査員の鑑定技術向上、
平準化を目的として定期的に開催されており、仙南
地域4ＪＡ（ＪＡ名取岩沼、ＪＡ岩沼市、ＪＡみや
ぎ亘理、ＪＡみやぎ仙南）の農産物検査員46名が参
加しました。
鑑定会では、水稲うるち玄米35点、もち玄米５点、
大麦10点、小麦10点、大豆10点の計70点を順番に鑑
定格付けし、鑑定技術の確認を行うなど、意義のあ
る内容となりました。
協議会では、麦の検査時期を迎える６月上旬にも
同様の鑑定会を開催し、技術力向上で適切な検査に
努めていくことにしています。

鑑定技術向上へ取り組み
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虹色ほっとライン

【全体運】意固地にならず周囲の言い分に耳を傾けた方が得るものあり。迷ったときは謙虚に助言を求めて。盆
　　　　		栽につき
【健康運】まずまず。適度に体を動かせば効果的【幸運を呼ぶ食べ物】シュンギク

双子座［5.21 〜 6.21］

ＪＡみやぎ仙南角田市農業機械士会は、「平成26
年度農作業危険個所改善コンクール」（主催：農林
水産省・全国農作業事故防止対策連絡協議会）にお
いて、活動の功績が認められ『農林中央金庫理事長
賞』を受賞しました。
会では、農作業事故の多くなる春と秋に「農作業
安全運動」として、広報巡回、ポスターや点検シー
トの配布などを行い、事故減少に向けた活動を展開
しています。
角田市内での農業労災に関わる農作業事故は、昨
年度９件に比べ本年度６件と減少傾向にあり、渡邊
俊博会長は、「今後、農作業事故「０」を目指して、
より運動を強化するとともに、農作業事故に備えて
農業労災加入の推進もあわせて行っていく。」と意
気込みを見せていました。

農林中央金庫理事長賞を受賞！

ＪＡみやぎ仙南柴田鉢花研究会は、１月23日から
25日の３日間にわたって、道の駅村田（物産交流セ
ンター）で、鉢花の産地化を図り、幅広くクリスマ
スローズを知ってもらおうと「第７回クリスマス
ローズ展示即売会」を開催しました。
会場には、黒・紫・白等のクリスマスローズ（約
2,000点）が並び、価格も千円から取り揃えられ、
連日多くの来場者で賑わいました。
また、来場者の中には、クリスマスローズを品定
めしながら生産者に鉢花の手入れや管理方法につい
て質問する等、交流を深めている方もいました。
会では、積極的に鉢花栽培に取り組んでおり、気
軽に花とふれあいを持ってもらおうと平成17年から
冬の鉢花としてクリスマスローズの生産を行ってい
ます。

会場に彩りを添える

当ＪＡは１月22日、角田市枝野で、角田農業倉庫
新築工事に伴う安全祈願祭を執り行いました。
当日は、ＪＡ役職員や建築関係者など46名が出席
し、建築作業の安全や無事完成するよう祈願しまし
た。完成は10月を予定しており、平成27年産米から
検査・入庫できるよう進めています。
この倉庫は、米生産の大規模農家、協業組合など
への集約化が進み、乾燥・調製後の作業の省力化を
図るため、紙袋（30kg）からフレコンバッグ（960kg）
による出荷比率が年々増加傾向にある背景を受け
て、今後もこれに対応する倉庫が必要となり、施工
に至ったものです。
挨拶で浅野組合長は、「農業規模拡大に貢献でき
るよう、新たな農業倉庫建設で受け入れ体制を整え、
地域農業の更なる発展に尽力していきたい。」と述
べていました。

新たな農業倉庫建設へ
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【全体運】優柔不断になりやすい月です。独りで悩まず、信頼できる人に相談しましょう。趣味などで自分を磨
　　　　		くのは吉
【健康運】新陳代謝が悪くなりがち。毎日運動を【幸運を呼ぶ食べ物】キャベツ

乙女座［8.23 〜 9.22］

買
い
物
で
環
境
に
優
し
い
会
社
を
応
援
す
る

消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
エ
ナ
ジ
ー
コ
ン
シ
ャ
ス
代
表
●
山
川
文
子

「
食
料
品
は
こ
の
お
店
で
」「
洗
剤
は

こ
の
メ
ー
カ
ー
の
製
品
を
」
な
ど
、
買

い
物
を
す
る
お
店
や
、
買
う
製
品
を
決

め
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
お
店
で
買
う
の
は
、
食
料
品

で
あ
れ
ば
「
新
鮮
だ
か
ら
」「
お
い
し

い
か
ら
」「
安
い
か
ら
」
な
ど
の
理
由

で
し
ょ
う
。
い
つ
も
買
う
洗
剤
は
「
汚

れ
落
ち
が
良
い
か
ら
」「
香
り
が
気
に

入
っ
て
い
る
か
ら
」「
た
ま
た
ま
安
い

か
ら
」
な
ど
…
…
。

普
段
の
買
い
物
で
の
お
店
選
び
や
製

品
選
び
の
視
点
を
少
し
変
え
、
環
境
に

優
し
い
製
品
を
作
っ
て
い
る
メ
ー
カ
ー

の
物
を
買
う
、
環
境
に
優
し
い
製
品
を

多
く
扱
っ
て
い
る
お
店
や
、
容
器
包
装

の
簡
素
化
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
熱
心
に

取
り
組
ん
で
い
る
お
店
で
買
う
、
こ
の

よ
う
な
視
点
を
取
り
入
れ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
？

環
境
に
優
し
い
製
品
が
多
く
売
れ
れ

ば
、
そ
の
メ
ー
カ
ー
は
、
も
っ
と
多
く

同
様
の
製
品
を
作
る
よ
う
に
な
り
、
そ

れ
は
他
の
メ
ー
カ
ー
に
も
広
が
っ
て
い

く
で
し
ょ
う
。
容
器
包
装
の
簡
素
化
や

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
熱
心
な
お
店
が
私
た

ち
消
費
者
の
支
持
を
集
め
れ
ば
、
そ
の

お
店
は
も
っ
と
環
境
に
つ
い
て
工
夫
を

し
、近
隣
の
お
店
に
も
広
が
る
、と
い
っ

た
好
循
環
が
生
ま
れ
ま
す
。

全
て
の
買
い
物
に
対
し
て
、
い
つ
も

こ
の
よ
う
な
視
点
で
買
う
の
は
難
し
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
環
境
に

優
し
い
社
会
を
つ
く
る
の
は
私
た
ち
で

す
。
日
々
の
買
い
物
で
、
ど
こ
の
メ
ー

カ
ー
の
製
品
を
選
ぶ
か
、
ど
の
店
で
買

う
か
は
、
私
た
ち
の
意
志
の
表
明
と
い

え
ま
す
。

買
い
物
を
通
じ
て
環
境
に
優
し
い

社
会
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
こ
と
を
、

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

くらしのお役立ち情報

Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
仙
南
女
性
部
柴
田
地

区
で
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
地
域
食

育
活
動
「
加
茂
さ
ん
家
（
ち
）
に
集

ま
れ
～
」
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

３
歳
児
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
の
子

ど
も
達
と
保
護
者
、
青
年
部
員
と
と

も
に
柴
田
町
船
迫
の
加
茂
部
長
の
畑

を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

１
年
を
通
し
て
、
サ
ツ
マ
イ
モ
・

じ
ゃ
が
い
も
・
ト
マ
ト
・
ズ
ッ
キ
ー

ニ
な
ど
の
野
菜
を
育
て
、
土
に
触
れ

な
が
ら
農
業
の
楽
し
さ
を
学
び
ま
し

た
。
ま
た
、
お
も
ち
を
み
ん
な
で
食

べ
た
り
、
い
ち
ご
狩
り
、
お
花
の
寄

せ
植
え
体
験
を
し
た
り
と
楽
し
く
活

動
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
サ
ツ
マ
イ
モ
の
栽
培
体

験
を
も
と
に
、
か
べ
新
聞
づ
く
り
に

も
挑
戦
し
ま
し
た
。
子
ど
も
達
の
作

品
を
「
あ
ぐ
り
キ
ッ
ズ
農
業
体
験
活

動
か
べ
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
出
展

し
、「
Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
仙
南
女
性
部
長

賞
」
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
１
月
に
行
わ
れ
た
発
表
会
で
は
、

堂
々
と
発
表
す
る
姿
に
子
ど
も
達
の

成
長
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、「
加
茂
さ
ん
家
に
集

ま
れ
～
」
で
得
た
経
験
と
仲
間
を
大

切
に
し
て
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
活
動
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

青年部・女性部活動レポート

加茂さん家に集まれ～

▲かべ新聞コンクールでは女性部長賞に
　輝きました！

▲みんなで野菜作りに取り組んでいます

女性部柴田地区

09 08

くらしのお役立ち情報／青年部・女性部活動レポート

【全体運】言葉の裏を読み、物事をややこしくしがち。持ち前のストレートな発想が必要。体操やストレッチで
　　　　		気分転換を
【健康運】運動をすることで好状態をキープ可能【幸運を呼ぶ食べ物】数の子

獅子座［7.23 〜 8.22］

二人そろってアイスクリームが大好き！と答えてくれ
た麗七ちゃんと知央ちゃん。いつも一緒に遊んでいる仲
良し姉妹です。
麗七ちゃんは、ご飯のおかずやお菓子など、いつも妹
に譲ってあげている優しいお姉ちゃん。絵を描くのが好
きで、将来は「絵描きさん」になりたいそうです。
知央ちゃんはそんな麗七ちゃんが大好き。お姉ちゃん
のマネをしたがって、服や髪型、はいている靴もいつも
おそろい。最近はブロック遊びにはまっていて、夢は
「ケーキ屋さん」です。
そんな二人にご両親は、「よく家のお手伝いをしてくれ
て助かっています。このまま明るく元気に育ってほしい
です。」と話して下さいました。
お父さん：進一さん　お母さん：千春さん

角田市坂津田	吉
よ し

田
だ

 麗
れ い

七
な

ちゃん（７歳）

知
ち

央
ひ ろ

ちゃん（５歳）

「細かいことは気にしない」を心がけ、結婚生活
64年目を迎えられる高橋さんご夫婦。「奥さんの支
えがあってこそ今がある。」と話す秀雄さんに、よ
しいさんは「旦那さんのおかげです。」と返します。
そんなお二人の楽しみは、老人会でのグラウン
ドゴルフ。「童心に帰って夢中でやってるよ。」と
秀雄さん。家では仲良しですが、グラウンドゴル
フでは良きライバルだそうです。よしいさんは編
み物も大好きで、空いた時間はいつも「模様編み」
をして過ごすそうです。
これからは「健康管理に気を付けて、一日でも
長く人生を楽しみたい。」と話すお二人。お互いを
思いやる、とても穏やかな高橋さんご夫婦でした。

七ヶ宿町柏木山	高
た か は し

橋 秀
ひ で

雄
お

さん（88歳）

　　　　　　　	　 よしいさん（84歳）

ぬいぐるみに間違えられたことがあるという、小さく
て可愛らしいローズちゃん。とても人なつこい性格で、
遊びに来たお客さんのひざの上で寝てしまうこと。
冬の間は、家の中を行ったり来たり。じゅうぶん歩い
たら大好物のイチゴやリンゴを頬張ります。出かける時
はいつも一緒で、助手席がお気に入り。ホームセンター
や友達の家、どこに行っても人気者です。
そんなローズちゃんにご家族の皆さんは、「ローズが
来てから、家の中がさらに明るくなりました。今では欠
かせない存在ですね。」と話して下さいました。

蔵王町平沢

太
おお

田
た

	まさ子
こ

さん宅の

ローズちゃん♀
（３歳）

09 08

ふれあい広場／Smile・仲良しご夫婦・ペット自慢



【全体運】レジャー運が盛り上がります。気の合う仲間とお花見などの季節行事を楽しんで。創作活動に励むの
　　　　		もラッキー
【健康運】食べ過ぎに気を付けたい時期。自重して【幸運を呼ぶ食べ物】ワカサギ

蠍 座［10.24 〜 11.22］

お問合せ先：営農経済部　TEL：0224-55-1810

担当者  小野 和彦

原発事故に伴う損害賠償請求
および賠償について

1月に「肉用牛」「26年産牧草」に係る損害賠償を41次請求2,848千円余りを行いま
した。
賠償については、1月に「肉用牛」38・39次本払い2,075千円余り「草地除染」27
次本払い3,314千円余り「23年牧草」7,377千円余り「24年牧草」11～22次本払い
21,344千円余り「25年牧草」28～33次本払い7,129千円余りが支払われました。

【損害賠償請求並びに賠償額の明細】� （平成27年１月31日現在)　　

種　類 請求額（千円） 賠償額（千円） 賠償率（％）

牧草（一番草） 11,016 11,016 100.0

肉用牛 1,472,950 1,340,728 91.0

子牛 68,058 8,492 12.5

稲わら 5,022 4,650 92.6

廃用牛 453,520 283,553 62.5

廃用肥育牛 4,043 1,201 29.7

23年保管牧草 49,227 46,662 94.8

24年産牧草 318,510 218,647 68.6

草地除染 227,815 201,287 88.4

25年産牧草 60,746 19,714 32.5

26年産牧草 9,078 0 0

原木椎茸（24年度） 274,404 274,404 100.0

原木椎茸（25年度） 113,212 113,212 100.0

原木椎茸
（25年度植菌できなかった分） 53,873 0 0.0

柿の除染 4,154 4,154 100.0

たけのこ 1,867 1,867 100.0

苗培土かかり増し 8,354 8,354 100.0

苗培土(25年度) 5,252 5,252 100.0

菌床椎茸 2,951 2,951 100.0

計 3,144,051 2,546,143 81.0
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営農情報／原発事故に伴う損害賠償請求および賠償について

【全体運】ネガティブになりやすいよう。少しくらい失敗しても全部駄目だと決め付けないで。手帳整理で運を
　　　　		引き寄せて
【健康運】リラックスが健康のもと。笑顔も忘れずに【幸運を呼ぶ食べ物】パセリ

天秤座［9.23 〜 10.23］

米穀
お問合せ先：米穀課　TEL：0224-55-1590

営農情報

平成27年産水稲（育苗準備）
〇育苗作業に向けた、準備を開始しましょう。
①育苗施設（ハウス等）…被覆ビニール及び使用する資材の確認と準備
　※育苗箱や被覆資材をしっかり洗浄し、日光消毒を行う。
②プール育苗…ハウス内の均平化作業及びプールに使用する資材の準備　
③種子の準備…種子準備と種子消毒剤の確認、温湯消毒機及び播種機・育苗器等の点検

【ばか苗病の対策と播種時期の目安】
●健全な種籾の使用「塩水選の確実な実施」により割れ籾や浮いた種籾を取り除く。

ばか苗病対策　①種子の処理前
・種子を保管する作業場及び実際の置き場所をきれいに清掃し、水漬け用具等の資材もきれいに管理

する。

①浸　　種
ササニシキ・みやこがねもち等は、積算温度100℃を目安とし、ひとめぼれ・まなむすめ・コシヒカリ・
つや姫等の充分な吸水が必要な品種は、120℃の積算温度を確保して下さい。
積算温度120℃は、水温10℃の水に12日間で確保されますが、低水温で長い時間浸漬した方が芽の揃
いが良くなります。最初の３日間は水を交換せずにその後２日に１回程度水を交換しましょう。（水漬け
が不十分な場合、播種後の発芽不揃いの原因となります。）

ばか苗病対策　②浸種温度の管理

②種子の消毒
ばか苗病・もみ枯細菌病・いもち病・苗立枯病等の防除については、微生物農薬の「タフブロック200
倍液で24時間浸漬処理」を行って下さい。その際の浸種温度は10℃以上を目安として下さい。
※�特別栽培米での種子消毒は上記「タフブロック」及び温湯消毒に限定されますが、慣行栽培においては、
「テクリードＣ」などの化学合成農薬の使用が認められております。
※温湯浸漬+微生物農薬による体系処理にて実施した場合、更なる効果が期待されます。

ばか苗病対策　③浸種後の管理（63℃の水で５分間浸漬）
・温湯浸漬後の保管日数長い及び籾の保管場所の状態によって、ばか苗病が発生しやすいとされてお

ります。作業場や保管場所周辺には「稲わら」・「籾殻」等の残渣物が無いようにし、温湯浸漬後は
「高水分での長期保管」は行わないようにしましょう。

ばか苗病菌は、前年の残渣（稲わら・籾殻・細かな塵など）で越冬し、胞子が飛散すると保管中の種籾
に付着し感染します。作業場の清掃と適切な籾の保管、浸種・催芽時の温度管理に充分注意しましょう。
稲種子生産圃場とその周辺圃場では、化学合成農薬による種子消毒を実施しております。徹底した圃場
の見回りを徹底し、ばか苗病が発生した場合は種子として流通しない仕組みをとっております。

〈移植時期から見た播種スケジュール〉
【育苗日数25日間（稚苗）の場合】

担当者  内藤 華奈

【お詫びと訂正】
広報誌２月号の米穀情報（10ページ）の記事につきまして、タイトルを〈平成26年産水稲〉と掲載致しましたが、正しくは〈平成27年産水稲〉の
誤りでした。訂正し、深くお詫び申し上げます。

・浸種温度が「高いほど」また、催芽時の温度が
低いほど発病が多くなる傾向。

※浸種温度は15℃以上にならないように
※催芽時温度は30℃前後で実施

塩 水 選 3/24 3/29 3/31 4/��3 4/��5 4/��7 4/10 4/12
水 づ け 開 始 3/25 3/30 4/��1 4/��4 4/��6 4/��8 4/11 4/13
播 種 日 4/��9 4/14 4/16 4/19 4/21 4/23 4/26 4/28
移 植 時 期 5/��4 5/��9 5/11 5/14 5/16 5/18 5/21 5/23
　※気温の上昇に伴い水温が高くなる場合は、水づけ時間を短くしましょう。
　※晩生品種の移植は5月中旬頃までに行いましょう。

【麦の追肥】
「生育状況に応じた麦踏み」を実施し、分げつの増加を図りましょう。
《大麦》…茎数が確保されている場合は、減数分裂期に追肥を実施。
《小麦》…生育に応じ適期に実施。幼穂形成期（幼穂長１ミリ）は、
　　　　�最初の追肥時期。

実施時期
３月上旬及び４月中旬頃
３月中・下旬頃

11 10

営農情報／米穀
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宮
城
県
柴
田
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柴
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西
船
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一
丁
目
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Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
仙
南 

総
務
課

広

　報

　係

　行

１. クイズの答え
２.  郵 便 番 号、 住 所、

氏名、年齢、電話
番号

３.  広報誌やＪＡへの
ご 意 見・ ご 要 望、
身近な話題などを
ご記入下さい。

【全体運】コミュニケーション運が活性化。苦手意識を感じていた相手とも、楽しく会話が弾みそう。出会いに
　　　　		も期待が
【健康運】少しでも不調なら十分な休息を心掛けて【幸運を呼ぶ食べ物】ワカメ

山羊座［12.22 〜 1.19］

二重マスの文字をA～Dの順に並べ
てできる言葉は何でしょうか？

①	木々が空中で伸ばします
②ひな人形に供える四角い
　食べ物
③──良ければ全て良し
④便箋に引かれた線のこと
⑤「石川早生（わせ）」や
　「セレベス」などの品種が
　あります
⑦レーズンともいいます
⑨砂蒸し風呂で有名な鹿児島
　の温泉地
⑩日本髪に挿す飾り
⑪アクセルを踏んで──する
⑬塗り絵に付けます
⑮文字のそばに小さな文字で
　振ります

••••••••••••••••••••

　
神
棚
に
松
、
玉
紙
、
鏡

も
ち
を
飾
り
つ
け
新
年
を

迎
え
ま
し
た
。
お
煮
し

め
、
松
前
漬
け
、
黒
豆
、

紅
白
な
ま
す
、
昆
布
巻
…

と
手
作
り
、
美
味
し
か
っ

た
で
す
。
七
草
が
ゆ
は
畑

に
あ
る
ス
ズ
ナ
、
ス
ズ
シ

ロ
、
ナ
ズ
ナ
な
ど
７
種
類

を
集
め
て
作
り
ま
し
た
。

本
年
も
良
い
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
に
。

�

（
柴
田
町�

加
藤
さ
ん
）

　
先
日
、
川
辺
を
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
し
て
い
た
ら
、
白

鳥
が
水
面
に
羽
を
休
め
て

い
ま
し
た
。
数
十
羽
は
い

ま
し
た
が
、
や
は
り
、
何

と
言
っ
て
も
冬
の
風
物
詩

で
す
ね
。
ま
る
で
会
話
を

し
て
い
る
よ
う
に
に
ぎ
や

か
で
楽
し
そ
う
な
風
景
で

し
た
。
と
て
も
心
が
和
み

ま
し
た
。

�

（
柴
田
町�

大
泉
さ
ん
）

　
裏
山
の
冬
桜
が
咲
い
て

い
ま
し
た
。
寒
い
時
期
の

桜
は
、
は
か
な
く
も
美
し

く
凛
と
し
て
い
ま
す
。
新

年
を
迎
え
、
気
持
ち
も
引

き
締
ま
る
思
い
で
す
。
今

年
も
頑
張
っ
て
農
業
に
励

み
た
い
で
す
。

�

（
大
河
原
町�

尾
形
さ
ん
）

　
お
ら
い
の
お
す
す
め
を

毎
回
参
考
に
し
て
い
ま

す
。
今
回
の
り
ん
ご
の
パ

ン
ケ
ー
キ
は
と
て
も
美
味

し
く
で
き
、
孫
と
楽
し
く

作
り
ま
し
た
。

�

（
村
田
町�

二
瓶
さ
ん
）

　
お
正
月
は
２
人
暮
ら
し

の
と
こ
ろ
に
孫
２
人
、
大

人
３
人
が
加
わ
り
、
７
名

の
大
人
数
で
に
ぎ
や
か
に

過
ご
し
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
孫
の
成
長
が
楽
し
み

で
す
。

�

（
白
石
市�

樋
口
さ
ん
）

　
春
が
待
ち
遠
し
い
こ
の

頃
で
す
。
身
体
は
忙
し
く

な
り
ま
す
が
、
お
花
に
は

と
て
も
癒
さ
れ
る
の
で
、

キ
レ
イ
に
咲
か
せ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

�

（
角
田
市�

上
村
さ
ん
）

••••••••••••••••••••

　
皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た

だ
き
ま
し
た
身
近
な
話
題
や

風
景
写
真
、イ
ラ
ス
ト
な
ど

を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
の

で
、た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
尚
、ご
応
募
い
た
だ
い
た

写
真
は
お
返
し
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

••••••••••••••••••••

お楽しみ★クイズお楽しみ★クイズ
抽選で10名様に

ごはんぢゃワングッズを
プレゼント！

クロスワードパズルクロスワードパズルクロスワードパズルクロスワードパズル
出題●ニコリ

タ
テ
の
カ
ギ

ヨコのカギ

①	伊予カンやポンカンの主産地
③新潟の民謡「佐渡──」
⑥昆布やかつお節で取ります
⑦3月14日は──デー
⑧知識を多く蓄えた人のこと
⑨──を聞いて十を知る
⑩アヒルはこの鳥の仲間を品種改良
　して作られました
⑪──大関は、負け越すと大関から
　陥落します
⑫水族館にはたくさん並んでいます
⑭ゆでた野菜や麺の水分を切るとき
　使います
⑯マラソンの自己──を更新した
⑰夕方に窓から差し込みます

※	上記のように官製はがきに必要事項
を明記の上、ご応募下さい。

応募方法

締切　３月25日（水）
　　　　　　当日消印有効

※当選者は広報誌５月号にて発表します。

A B C D

9 8 9 1 6 2 2

※	ご応募に際して取得した個人情報は、
当選者の発表・賞品発送、「おたより
交流ひろば」でのご紹介のみ使用さ
せていただきます。

１月号の答え・当選者

ご当選おめでとうございます！

柴田町

大河原町

村田町

川崎町

蔵王町

鈴木キヨ子	さん

加茂　明子	さん

太田　光男	さん

奥山　富夫	さん

佐藤　琴美	さん

応募総数67通

白石市

七ヶ宿町

角田市

角田市

丸森町

八巻　力夫	さん

市川　愛華	さん

池田　幸子	さん

清野　		勝		さん

阿部　百華	さん

A B C D E

オ ト シ ダ マ

広報誌１月号で皆様からいただきましたお便りを
抜粋してご紹介させていただきます。
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お楽しみクイズ／おたより交流ひろば

【全体運】短気になりやすい暗示。ささいなことでもめて、後悔する可能性が大。慎重に。一人の時間をつくり、
　　　　	気晴らしを
【健康運】睡眠の質向上に励むことで、より良好に【幸運を呼ぶ食べ物】セロリ

射手座［11.23 〜 12.21］

お問合せ先：米穀課　TEL：0224-55-1590

営農情報

担当者  安斎 幸一

平成25年産民間流通麦共同計算
結果について

平成25年産民間流通麦の共同計算の結果により、下表のとおり精算しましたので

お知らせいたします。

１）JA管内における最終精算日　平成26年12月19日（金）

２）銘柄別の生産者手取額

� （消費税込、円/大麦50㎏、小麦60㎏）

大麦 小麦

シュンライ・ミノリムギ シラネコムギ あおばの恋 ゆきちから

１等 ２等 １等 ２等 １等 ２等 １等 ２等

全
農
精
算
額

販売価格
（税込平均額） ① 1,958 1,638 2,366 1,981 2,342 1,957 2,479 2,094

国からの助成 ② 0 0 0 0 0 0 0 0

受入金利 ③ 0 0 0 0 0 0 0 0

前年産からの
繰越額 ④ 1 1 1 1 1 1 1 1

その他収入 ⑤ 0 0 0 0 0 0 0 0

概算金償還額 ⑥ 900 600 720 360 720 360 720 360

流通経費 ⑦ 480 480 680 680 680 680 680 680

全農精算額計⑧
（①+②+③+④+⑤-⑥-⑦） 579 559 967 942 943 918 1,080 1,055

Ｊ
Ａ
精
算
控
除
額

JA手数料� 246 246 246 246 246 246 246 246

小計 ⑨ 246 246 246 246 246 246 246 246

精算額⑩（⑧-⑨） 333 313 721 696 697 672 834 809

生産者手取（⑥+⑩） 1,233 913 1,441 1,056 1,417 1,032 1,554 1,169
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営農情報／平成25年産民間流通麦共同計算結果について



【全体運】自分に自信が持て何にでも意欲的に臨める星回り。新しい取り組みも、スムーズに発展しやすいでしょう
【健康運】基本的な風邪予防に努めれば問題なし【幸運を呼ぶ食べ物】サワラ魚 座［2.19 〜 3.20］

菩提寺での年忌法要
おまかせください
菩提寺での年忌法要
おまかせください

やすらぎ会員のみなさまへ
　ＪＡ葬祭では、「やすらぎ会員」よりも特典割引率の高い
「プラチナ会員」への変更手続きをお勧めしています。

現在、会員登録されている加入者様の名義変更に
ついても、随時受け付けております。

祭壇セット

お得な会員制度
割引項目 組　合　員

やすらぎ会員
（入会金5,000円）または
（JAみやぎ仙南定期積金）

プラチナ会員
（入会金20,000円）

法要膳

法要引物

香典返し

会館利用料

葬儀セット

５％割引

－

－

－

－

５％割引

10％割引

３％割引

３％割引

３％割引

10％割引

10％割引

15％割引

３％割引

５％割引

５％割引

15％割引

15％割引

●お問合せ先●　㈱ジェイエイ仙南サービス　葬祭課　 TEL：0224 - 52 - 2929

JA葬祭では…
●法要当日に必要なものをご用意いたします。
　例：本堂用の生花・果物・饅頭
　　　墓地用の生花・お線香・お茶・お水など

●会食用お膳（オードブル）の手配～準備（セッティング）
　　～後片付け～清掃作業まで、スタッフが行います。

●引物の手配、ご案内状の作成なども行います。

その他、ご不明な点があれば、お気軽にご相談ください。

年忌法要における準備～後片づけ等をお手伝いし、
施主様のご負担を軽減いたします。

法要の日程が決まりましたら、まずはお電話ください。
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お知らせ

氏　　名 新 旧

齋藤　光希 総務部付（育児休業） 柴田地区事業本部
槻木支店　金融渉外

平成27年1月27日付で下記1名の職員が人事異動となりましたので、お知らせ致します。

◀◀  人事異動の発令について（正・准職員）  ▶▶

氏　　名 所　　　　　　　属

佐藤　　翼 角田地区事業本部　角田地区センター
営農くらし相談課　米穀担当　農産物検査員兼務

平成27年1月31日付で下記1名の職員が退職となりましたので、お知らせ致します。

▼▼  退職辞令交付について（正・准職員）  ▼▼

【全体運】和やかなムードに包まれ、のんびり過ごせそう。好きなことを満喫する好機といえます。芸術鑑賞も
　　　　		良い刺激に
【健康運】健康情報に注目を。役立つ話があるはず【幸運を呼ぶ食べ物】京菜

水瓶座［1.20 〜 2.18］

ご購読のお申込みは各地区事業本部 営農くらし相談課窓口までどうぞ！
柴田地区
℡56-1212

村田地区
℡83-2291

川崎地区
℡84-2222

蔵王地区
℡33-2115

白石地区
℡25-3531

角田地区
℡63-3294

丸森地区
℡72-2270

　

《特集》
夢を生み出す女性たち　私と起業
農村の女性の起業は年々増えています。
グループによる食品加工にとどまらず、個人
で流通・販売、生産に関わるなど、事業の形
態が幅広くなっています。そんな女性たちの
起業にかける思い、事業の考え方、夢や目標
を現地取材でリポートします。

アジアに根づくＪＡグループの支援
インドの協同組合を訪ねて

ＪＡグループでは、2005年10月から「アジア
との共生募金」活動を展開してきましたが、
今年度が最終年度になります。インド協同組
合中央会の取り組みを視察し、ＪＡグループ
のアジアとの共生の成果や、協同のたいせつ
さを広く伝えます。

得する・役に立つ・元気が出る　「家の光」４月号のご紹介得する・役に立つ・元気が出る　「家の光」４月号のご紹介得する・役に立つ・元気が出る　「家の光」４月号のご紹介得する・役に立つ・元気が出る　「家の光」４月号のご紹介
「食と農」「暮らし」「協同」「家族」の４つのテーマを大切にしながら、「農家・
農村で暮らしてよかった」と実感できる地域作りのヒントや、魅力的な暮ら
し方を提案しています。わかりやすい誌面で、すぐに役立つ情報が満載です。

• 普通月号￥617円
• 付録付号（1・4・5・7・9月号）￥906円
• 家計簿付12月号￥1,008円

　

食べるのが楽しくなる！
「カラフルおにぎり＆絵巻寿司」
子どもといっしょに弁当作りを楽しんだりでき
る、カラフルなおにぎりの作り方を紹介します。
また、各地で人気の「絵巻寿司」も、簡単にで
きてわかりやすい絵柄が中心です！

《別冊付録》
育てて生かす　ハーブ丸ごと活用術
ＪＡ女性大学でも、ハーブに関する講座は人
気です。ヨーロッパ原産のローズマリーやラ
ベンダーから、昔から日本で使われている
シソやヨモギ、アロエなど21種
の育て方、使い方を紹介します。
ハーブの種を1,000人に
プレゼント！

●ご利用いただける方
○貸付時の満年齢が18歳以上、満80歳未満であること。
○当組合を通じて農畜産物の販売取引がある方、給与振込・年金振込の継続的な取引がある方

●お使いみち
農業経営及び生活資金
※負債整理は不可となります

●お借入れ期間
10年以内（うち据置２年）

●保　　 証
原則不要
※但し、資金使途によっては
　保証人が必要となります。

500万円以内

●お借入金額

●ご返済方法
元金均等及び元利均等償還
毎月・年数回・年１回の任意の日

●ご留意事項
所定の融資審査がございます。
融資審査の結果、ご希望に添えない場
合がありますのでご了承願います。

●取扱期間
平成28年３月31日まで

JAみやぎ仙南オールマイティー資金のご案内JAみやぎ仙南オールマイティー資金のご案内JAみやぎ仙南オールマイティー資金のご案内JAみやぎ仙南オールマイティー資金のご案内

詳しくはお近くの支店窓口にお問合せください。

●お借入れ利率
※H27.02.01現在

固定　4.50％
変動　3.05％
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お知らせ
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【作り方】

【材料】

大根と人参のめんつゆ漬け

川崎町前川

加
か

藤
と う

	さか江
え

	さん
枝豆・野菜としらすの団子

【作り方】

【材料】（４人分）

①大根、人参、生姜をスライスし、昆布は1cm幅に
切る。

②①を漬物容器に入れる。
③容器にAを入れて重石をし、１日おいたら出来上
がり。

【ワンポイントアドバイス】
お手軽にでき、パリパリとした食感が
楽しめます！

枝豆…………………………… 200g
ニンジン……………………… 1本（小）
玉ねぎ………………………… ½個
ニンニク……………………… ひとかけ
しらす………………………… 100g
片栗粉………………………… 少々

〈クルミとみそのタレ〉
クルミ………………………… 100g
みそ…………………………… 50g
砂糖…………………………… 50g
酒……………………………… 大さじ２
みりん………………………… 大さじ２
しょう油……………………… 大さじ１

《団子》
①枝豆をミキサーにかける。
②ニンジン、玉ねぎ、ニンニクをみじん切りにする。
③①②としらす、片栗粉を混ぜ合わせて一口大に丸
める。

④熱した油で、表面がカリッとするまで揚げたら出
来上がり。

村田町小泉

大
お お ぬ ま

沼	さつき	さん
大根………… 3kg
人参………… 1本
生姜………… ひとかけ
昆布………… 2枚

めんつゆ…… 600cc
酢…………… 300cc
白砂糖……… 500g
七味唐辛子… 少々

Ａ

⎧
⎜
⎨
⎜
⎩

《タレ》
①クルミをすり鉢に入れ、粒が残る程度までする。
②すり鉢にAを入れ、滑らかになるまですったら出
来上がり。

【ワンポイントアドバイス】
固くなってしまうので、揚げ過ぎには注意！

Ａ

⎧
⎜
⎨
⎜
⎩


